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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１６招へいプログラムの記録 

（対象国：ASEAN 9 カ国、東ティモール及びインド、テーマ：経済（第 3 陣）） 

 

１． プログラム概要 

ASEAN9 カ国及びインド、東ティモールより国際ビジネスに関心を有する大学生・大

学院生及び社会人ら 243 名が、10 月 25 日～11 月 1 日の 7 泊 8 日の日程で来日し、経

済（経済連携、貿易・投資促進）をテーマとしたプログラムに参加しました。一行は、

都内で日本と ASEAN 諸国及びインド、東ティモールとの経済関係及び今後の展望につ

いて講義を聴講し、その後、交通インフラ・観光、女性企業家、物流・ICT（情報通信

技術）のサブテーマ毎にグループに分かれて千葉県、青森県、愛知県、群馬県を訪れ、

それぞれ地元の自治体を表敬し、独自の伝統、先端技術を擁する企業、海外展開を進め

る企業を視察し関係者との意見交換を行いました。一行は、プログラム中、日本の製品

や技術、ものづくりの姿勢に強い関心を示し、各々の関心事項や体験について SNS を

通じて対外発信を行いました。また、帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後

のアクション・プラン（活動計画）についてグループ毎に発表しました。  

 

【参加国・人数】 

243 名（インド 24 名又はインドネシア 18 名、カンボジア 21 名、タイ 22 名、東

ティモール 22 名、フィリピン 20 名、ブルネイ 21 名、ベトナム 22 名、マレーシ

ア 20 名、ミャンマー24 名、ラオス 29 名 ※50 音順） 

 

【訪問地】 

東京都（全員）、千葉県（42 名）、青森県（95 名）、愛知県（81 名）群馬県（66 名） 

 

２．日程    

10 月 23 日（日）、24 日（月） 成田／羽田国際空港より入国 

10 月 24 日（月） グループ D：【視察】皇居、日本科学未来館、浅草 

10 月 25 日（火） グループ C/D：【歴史的建造物視察】成田山新勝寺 

全グループ：【来日オリエンテーション】 

10 月 26 日（水）～10 月 30 日（日）グループに毎に分かれ、各地方を訪問 

 

（１） グループ A/B/C/D（サブテーマ：女性企業家）：青森県 

【自治体表敬】南部町 

【産業・企業視察・意見交換】南部町営市場、JA 八戸出荷場、八戸ポータルミ

ュージアムはっち 

１＊（【文化体験】クラフトワークショップ（講演、南部菱刺し体験、交流会）） 

【経済関連講義】女性起業家講演会 

２＊（【ホームステイ】） 
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【関係者との交流会】八戸学院大学学園祭参加、起業家との昼食交流会 

【ワークショップ（報告会準備）】 

（２） グループ E/F/G（サブテーマ：交通インフラ・観光）：愛知県 

【自治体講義】愛知県庁 

【経済関連講義】 JETRO 名古屋 

【経済交流会】 

【講義・視察】JR 東海リニア・鉄道館、名古屋環状 2 号線工事、中部国際空港

株式会社 

【ワークショップ（報告会準備）】 

【歴史的建造物視察】熱田神宮 

グループ E： 

【講義・視察】日本車輌製造株式会社 

【文化体験】常滑散歩道（招き猫通） 

【ホームステイ】 

グループ F/G: 

【講義・視察】愛知高速交通株式会社、リニモ乗車体験、新東名高速道路、刈

谷ハイウェイオアシス 

【地域交流・文化体験】新城市での地域交流、茶道体験 

【ワークショップ（報告会準備）】 

 

（３） グループ H/I/J（サブテーマ：物流・ICT）：群馬県 

【日本理解講義/基調講演】 

【企業視察】山九株式会社（陸運業） 

【自治体表敬訪問】富岡市役所 

【関係者との交流(昼食)会】 

【学校交流】高崎商科大学 

【ホームステイ】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

グループ H/I: 

【産業・企業視察・意見交換】富岡製糸場、東京カリント株式会社工場（製糸

業） 

グループ J： 

【産業・企業視察・意見交換】富岡製糸場、沖電気工業株式会社（製造業） 

10 月 31 日（月）東京へ移動 

       【報告会】（訪日成果・帰国後の活動計画発表）   

11 月 1 日（火）成田／羽田国際空港より出国 

 

 

 

３．プログラム記録写真  



 

3 

共通（都内） 

 
 

10/26【日本理解講義】ｸﾞﾙｰﾌﾟ H/I/J 10/31【報告会】 

【Lecture on Japanese Culture】 

Group H/I/J 

【Reporting Session】 
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グループ A/B/C/D：青森県 

  

10/26【地域概要講義】南部町 

 

10/27【産業･企業視察･意見交換】南部町営

市場 

【Lecture on Outline of the Region】

Nanbu-town 

【 Observation of Regional Industry 

/Company and Opinion Exchange】Nanbu 

Town Wholesale Market for Farm Products 

  

10/27【産業・企業視察・意見交換】JA

八戸 南部集出荷場 

10/27【文化体験】南部菱刺し 

 

【 Observation of Regional Industry 

/Company and Opinion Exchange 】

JA-Hachinohe 

Agricultural Cooperatives 

【 Cultural Experience 】 Craft Workshop 

“Hishizashi” 

  

10/30【経済関連講義】 10/29【ホームステイ】 

【Lecture on Economic Field】 【Homestay】 
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グループ E：愛知県 

  

10/26【経済交流会】 10/27【歴史的建造物視察】 熱田神宮 

Exchange Meeting on Economics 【Observation of Historical Landmark】 

Atsuta Jingu Shrine 

  

10/27【講義・現場視察】名古屋環状 2 号

線工事 

10/27【講義・視察】リニア鉄道館 

 

【Site Observation】Construction Site of 

Nagoya Ring Road No.2 

【Observation・Lecture】 

SCMAGLEV and Railroad Park/ Central 

Japan Railway Company 

  

10/28【講義・視察】中部国際空港 10/30【ホームステイ】歓送会 

【Lecture/Observation】 

Chubu Centrair International Airport 

【Homestay】Farewell Party 
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グループ F/G：愛知県 

  

10/26【経済団体講義】JETRO 名古屋 10/28【企業視察】リニモ乗車体験 

【Lecture on Economic Field】JETRO 

Nagoya 

【Observation of Industry/Company】 

Experience of Linimo Ride 

  

10/28【企業視察】愛知高速交通株式会社 10/29【視察】トレジャーハンティング 

【Observation of Industry/Company】 

Aichi Rapid Transit Co., Ltd. 

【Observation】Treasure Hunting 

 

  

10/29【文化体験】お茶 10/30【視察】刈谷ハイウェイオアシス 

【Culture Experience】Tea ceremony  【Observation】KARIYA HIWAY OASIS 

Co. Ltd. 
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グループ H/I/J：群馬県  

  

10/26【企業視察】山九株式会社（陸運業） 10/27【自治体表敬】富岡市 

【Company Observation】SANKYU INC. 

(Logistic Company) 

【Courtesy Call】Courtesy Call on Tomioka 

City Hall 

  

10/27【産業視察】沖電気工業株式会社（製

造業） 

10/27【産業視察】カリント株式会社工場

見学（製造業） 

【Local Industry Observation】Oki Electric 

Industry Co., Ltd.( Manufacturing Industry) 

【Local Industry Observation】Observation 

of a factory of Tokyo Karinto Co. 

Ltd.( Confectioner) 

  

10/27【歴史的建造物視察】富岡製糸場 10/28【学校交流】高崎商科大学 

【Observation of Historical Landmark】

Tomioka Silk Mill 

【School Exchange】Takasaki University 

of Commerce 
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４．参加者の感想（抜粋） 

 

◆ フィリピン 学生 

八戸ポータルミュージアム「はっち]では、青森の素朴な小物をミュージアム内の店舗

と融合させることで、一般の方々の手に届くようにしているということを学びました。

またこの会場で手工芸の体験や見学をすることができるということは、次世代へ伝統を

継承することもできるのだということを学びました。大学では大学の洗練された学園祭

を見学したり、学生と交流することができました。講義の中で聞いた任天堂に関する話

は、ゲーム開発ということだけではなく、どのようにビジネスに関連させ、成功してい

くかということを学ぶことができて感激しました。女性起業家の方々からも多くのこと

を学ばせてもらいました。南部町の説明はとても素晴らしく、JA 八戸と八戸出荷場で

の見学は、行政と農家が手と手を取り合い、より良い地域経済を作ることが重要だとい

うことを私たちに見せてくれました。 

 

◆ マレーシア 学生 

最も意義深く感じられた企業訪問は、日本車両の豊川工場です。列車好きの自分にとっ

て、それはまさに驚くべき経験でした。というのは、これまで日本車両のような工場を

見たことがなかったからです。まずその抜群の組織力、機械、工具、作業場はそれぞれ

に素晴らしかったです。また、見た限り工場内にはゴミが全くと言っていいほど無く、

大変驚かされました。日本の社会と日本の習慣は、自分のこれまでの日本人に対する見

方や考え方を大きく変えました。そして、ホームステイは自分にとって人生初の経験で

した。私たちのグループは大グループでしたが、仲間全員がホストファミリーから、す

てきなもてなしとふれあいがありました。総じて、自分の人生で忘れえぬ経験となりま

した。大変貴重な経験に感謝申し上げます。このようなプログラムを企画してくださり

ありがとうございました。 

 

◆ タイ 学生 

私はジェトロ名古屋で受けた講義がとても印象に残っています。なぜなら、愛知の産業

の概要や日本経済について、そして 2020 年と高齢化社会に対処する計画に関し、多く

の知識や情報を得ることができたからです。日本の経済を勉強するうえで大変有益でし

た。また、JR 東海リニア・鉄道館も印象的で、ＪＲの列車の数多くのモデルを見る機

会に恵まれました。最後に、ホームステイプログラムは人生最大の経験とも言えます。

受入家庭の皆さんには大変よくしていただきました。愛知の観光名所に連れて行っても

らったり、その地域ならではの経験をさせてもらいました。 
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◆ ブルネイ 学生 

講義はとても見聞を広げてくれるもので興味深いものでした。研修プログラム 

の最初に日本経済の基本的なことを紹介していただいたことは他のプログラム（訪問＆

異文化交流）に移る前に日本について考えるためのよい参考となったので良いと思いま

した。質疑応答のための時間がもう少し長ければより有意義な話し合いをする機会が得

られたと思います。 

高崎商科大学による講義はとても趣があり大学が学生たちをインターンシップや交換

留学制度を通して社会に触れさせ、社会人として独立できるよう手助けしていることを

知ることはよかったです。アクティブラーニングメソッドや講義クラスなどは印象的で

した。ブルネイでも導入することで講義者と生徒がより意見を交わし、交流できる場を

与えてくれると思います。学生たちが大変でも一生懸命英語を使って説明したりして意

思を伝えようとしていることがよかったです。 

会社見学はよく準備がされており、勉強になる情報を得ることができました。社員の仕

事に対する熱心な態度が素晴らしいと思いました。 

 

５．受入れ側の感想 

 

◆ 訪問企業担当者 

日本の鉄道技術について理解を深めて頂けたと思います。講義後や、現場視察中の活発

な質疑応答から、鉄道に対する関心の高さが伺えました。今後もこのような機会があれ

ば、ぜひ来て頂きたいと思っています。 

 

◆ 自治体担当者 

講義終了後に、訪日団の方と直接話をしましたが、自分たちと愛知県の接点について、

私たちに熱心に話をしてくださっているのを聞いて、愛知県への関心の高まりを感じま

した。 

 

◆ 訪問施設担当者 

当施設の紹介ができたこと、説明者の話を真剣に聞いていただけたことなどがとても良

かったです。大変興味を持ってくれたようで、質問がたくさん出ていましたし、工芸体

験で自分が作った南部菱刺しを話題に交流しており、講師の先生も大変喜んでいました。

また、当日は展示コーナーが手作り作品や、書道展だったので、外国の皆さんには日本

文化を楽しんでいただけたのではないかと思います。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

 

 

 

(Instagram)私はペンを持っている。私は

りんごを持っている。アップルペン！今

まで見た内で最高のりんご。とても美し

い、よい香り、すごく大きい。八戸町営

市場から。 

 

(Facebook)山九株式会社及び東京カリント

株式会社についての発信 

ジェネシスプログラムの工場見学 

I have a Pen, I have an Apple. Huh! 

Apple-pen. The best quality apple that 

I’ve ever seen. Really beautiful, good 

smell and real big from Hachinohe city 

wholesale center. 

 

(Facebook)Industrial Visit during JENESYS 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

• Archipelago:
• Through business projects and client requirements, maintain contact 

for any potential projects/business.

• BIACC:
• Research more on Japanese companies and learn from their HSE 

policies. (I.e. – from Sankyu & also Tokyo Karinto as they showed strict 
discipline and adherence to policies.

• Brunei Times:
• The experience will be shared & published in one of the top Brunei 

newspapers with a nationwide viewership.

What/How?

 

タイトル：日本のためのアセアン 

 

何故？ 

JENESYS 同窓生と連絡を取り続ける 

JENESYS プログラムへの参加を呼び掛ける 

 

いつ？ 

今→継続的に 

 

何を？ 

JENESYS 同窓会の組織化 

情報の共有（経験の共有）のためのプラット

フォーム作成 

SNS→フェイスブック、インスタグラムなど

に今回の参加者(第 3 陣 240 名）が投稿する 

社会人グループ（各企業別にアクション・

プランを作成） 

㈱アキペラゴ；ビジネス・プロジェクト、

顧客の要望によって、可能性のあるビジネ

スのため、接触先を維持する。 

BIACC㈱；日本の企業について更に調査し

HSE ポリシー（事業活動に伴う労働安全問

題、環境問題を示す）について学ぶ。（例え

ば、山九㈱や東京カリント㈱で見学した規

律正しさ、会社のポリシーを維持すること。 

ブルネイタイムス；今回の体験はブルネイ

の有力紙の一つであるブルネイタイムスに

掲載する。 

Project Title: ASEAN for Japan 

 

Why? 

Keep JENESYS Alumni connected 

Encourage others to join the program 

 

When? 

Now  Continuously 

 

What? 

JENESYS Alumni Community 

Create platform for information sharing (Share 

experience) 

SNS  Facebook Page, Instagram Each 

alumni contribute in the contents shared (240 

members in batch 3) 

Archipelago: 

Through business projects and client 

requirements, maintain contact for any 

potential projects/business. 

BIACC: 

Research more on Japanese companies 

and learn from their HSE policies. (I.e. – 

from Sankyu & also Tokyo Karinto as they 

showed strict discipline and adherence to 

policies. 

Brunei Times: 

The experience will be shared & published 

in one of the top Brunei newspapers with a 

nationwide viewership. 

以 上 


